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Ⅰ．事務所の概要 

① 事務所の業務と沿革 

姫路河川国道事務所では、播磨地域における安全で潤いのある豊かな社会作

りを実現するとともに、地域の発展・活性化を図るため、河川・海岸・道路の社

会資本整備を実施しています。 

 

○所掌業務 

(1)加古川・揖保川の改修、維持管理、環境整備、調査計画、風水害・地震対策等 

(2)加古川大堰の維持管理 

(3)東播海岸における海岸保全施設の整備 

(4)国道 2号・29号の改築、維持管理、沿道環境の改善、交通安全施設の整備、調査計画、 

風水害・地震・雪害対策等 

 

○事務所の沿革 
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② 姫路河川国道事務所管内図 

 

 
 
 

区分 延長(km) 合計(km) 備考 

河川 加古川／41.4(4.8) 揖保川／66.7 108.1 

(4.8) 

延長は支川を含む 

( )内は内数で加古川大堰維持管理区間延

長 

海岸 東播海岸／9.3 9.3 直轄工事区域延長 

道路 国道 2号／64.8  

国道 29 号／68.4  

133.2 
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事務所の組織(令和 7 年 4 月 1 日時点) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

・道路工事の設計等に関する業務

・道路の調査・計画に関する業務

事務所長 総務課

・受付等の所内総務、庁舎の管理などに関する業務

副所長（事務） 経理課

・工事・業務等の契約、物品調達、支払及び国有財産管理に関する業務

副所長（河川） 用地第一課

・道路事業に必要な土地の取得、損失の補償に関する業務

副所長（道路・改築） 用地第二課

用地対策官 加古川・揖保川流域治水室

・河川改修の調査・計画、水防及び水文観測に関する業務

・河川環境に係る調査、計画、実施に関する業務

・水質事故等に関する業務保全対策官

・河川・海岸事業に必要な土地の取得、損失の補償に関する業務

副所長（道路・管理） 工務第一課

・河川及び海岸工事の設計等に関する業務

事業対策官 工務第二課

・加古川・万願寺川・東条川における工事の施工・監督及び維持管理

・河川法に基づく各種申請の受付・審査、境界確認に関する業務

・防災に関する業務

・機械設備、電気通信設備の維持管理に関する業務

・新技術に関する業務

余部出張所

・揖保川（国道２号より下流）、林田川・中川・元川における工事の施工・監督

　及び維持管理

・河川法に基づく各種申請の受付・審査、境界確認に関する業務

龍野出張所

・揖保川（国道2号より上流）、栗栖川・引原川における工事の施工・監督

　及び維持管理

・河川法に基づく各種申請の受付・審査、境界確認に関する業務

占用調整管理官

小野出張所

道路管理第一課

・道路占用の許可・乗り入れ等の承認に関する業務

・道路敷地の境界明示等に関する業務

・道路損傷に関する業務

道路管理第二課

・道路の維持修繕工事の設計等に関する業務

・交通安全施設工事の設計等に関する業務

防災課

河川管理第一課

河川管理第二課
専門調査官

・加古川大堰の操作及び維持管理に関する業務

総括保全対策官 調査課

・国道２号（たつの市揖保町門前～赤穂郡上郡町梨ヶ原）、

　加古川バイパス、姫路バイパス、太子竜野バイパス、姫路西バイパス及び

　姫路北バイパスにおける工事の施工・監督及び維持管理

・道路法に基づく各種申請の受付・審査、境界確認に関する業務

山崎維持出張所

・国道２９号（姫路市林田町下伊勢～宍粟市波賀町戸倉の鳥取県境）

　の工事の施工・監督及び維持管理

・道路法に基づく各種申請の受付・審査、境界確認に関する業務

東播海岸出張所

・東播海岸における工事の施工及び監督

・海岸法に基づく各種申請の受付・審査、境界確認に関する業務

姫路維持出張所

建設専門官
・河川の維持管理に関する業務

・河川・海岸の各法令に基づく許認可等に関する業務

・河川・海岸敷の境界明示等に関する業務

・河川の砂利採取の許認可に関する業務
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Ⅱ．河川 

① 加古川・揖保川の概要  

 
○加古川 

丹波市
た ん ば し

青垣町
あおがきちょう

の 粟
あ わ

鹿山
が や ま

を源流に、途中 篠
さ さ

山川
やまがわ

、杉
す ぎ

原川
はらがわ

、万願寺
ま ん が ん じ

川
が わ

、

美嚢
み の

川
が わ

など多くの支川を合わせて播磨灘に注ぐ全長約 96km、流域面積約

1,730km2の兵庫県下最大の一級河川です。流域の中流部では、染色・金物・

そろばんなどの地場産業が発達し、河口部では播磨臨海工業地帯の一角とし

て重化学工業が盛んです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○揖保川 

宍粟市
し そ う し

一宮町
いちのみやちょう

の 藤
ふ じ

無山
なしやま

を源流に、途中 引
ひ き

原川
はらがわ

、栗栖
く り す

川
が わ

、林
はやし

田川
だ が わ

な

どの支川を合わせ、河口付近で中川・元川へ分派し、播磨灘に注ぐ全長約 70km、

流域面積約 810km2の一級河川です。流域は、古くから開けた地域で多くの文

化財に恵まれており、醤油・素麺・皮革などの地場産業も盛んです。 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

觜崎の屏風岩 

闘 竜

 

加古川河口部から播磨臨海 

工業地帯をのぞむ 

揖保川河口部から

三川分派を望む 
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② 河川改修事業 

数多くの洪水をもたらしてきた加古川と揖保川。流域で生活する人々が安

心・安全に暮らせるように、築堤や河道掘削などを行い、洪水を安全に流下さ

せる能力(流下能力)の向上に努めています。 

また、堤防の浸透に対する安全性および水衝部等の河岸侵食に対する安全性

が低い箇所についても対策を実施しています。 

 

○加古川   

■高砂
たか さご

他
ほ か

地区 （高砂市、加古川市） 

事業の概要 

多数の住宅地や播磨臨海工業地帯の工場群が 

立地している下流部の治水安全度の向上を目的 

に、河道掘削を実施しています。河道掘削に 

伴い発生した掘削土を淡路島沖の鹿ノ瀬漁場へ 

投入し、貧栄養化対策に取り組んでいます。 

 

令和７年度の事業内容 

・河道掘削 

 

 

 

 

■大門
だいもん

地区 （小野市、加東市） 

事業の概要 

大門地区は加古川中上流部に残る無堤地区で 

あり平成 16年 10月の台風第 23号洪水により 

浸水被害が発生しました。そのため、台風第 23 

号洪水の再度災害防止を目標として、河道掘削・ 

築堤・橋梁架替を実施しています。 

 

令和７年度の事業内容 

・大門橋架替※ 

・築堤 

・河道掘削 

  ※新たな大門橋は令和６年１２月から供用開始 

河道掘削箇所 (高砂他地区) 

橋梁架替・河道掘削・築堤箇所 (大門地区) 

浚渫船による河道掘削の状況 

大門橋開通式の様子 

加
古
川 

事業範囲 

河道掘削 
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■滝野
た き の

地区 ～加古川中流部緊急治水対策事業～ （加東市） 

事業の概要 

滝野地区は加古川中上流部に

残る無堤地区であり、平成 16 年

10 月の台風第 23 号洪水により浸

水被害が発生しました。その後も

相次いで浸水被害が発生してい

ることから、平成 29 年度より緊

急対策特定区間に位置付け、台風

第 23 号洪水の再度災害防止を目

標として、河道掘削・築堤等を実

施しています。 

 

今年度の事業内容 

・河道掘削 

・築堤 

・用地取得 

 

 

 

 

■事業箇所図（加古川） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

河道掘削・築堤箇所 (滝野地区) 

滝野地区（河道掘削・築堤・用地取

 

大門地区（大門橋架替・築堤・河道掘

 

高砂他地区（河道掘

丹波篠山市 

築堤等実施状況(滝野地区) 

加古川 

滝見橋 

加古川 

滝見橋 

闘竜灘（座の浜）周辺整備イメージ  
(令和7年１月時点） 
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○揖保川  

 

■栗栖川 新宮
し ん ぐ う

地区他 ～栗栖川まちづくり連携治水対策～ （たつの市） 

事業の概要 

 栗栖川沿川市街地の浸水被害の 

解消を図るため、国・たつの市が 

連携し、引堤等の河川整備と合わ 

せ、避難路（市道）等のまちづくり 

を一体となり進めます。 

 

 

 

 

令和 7 年度の事業内容 

・築堤 

・用地取得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■栗栖川 大屋
お お や

地区 （たつの市） 

事業の概要 

大屋地区においては、流下能力を向

上させるための河道掘削を実施します。 

 

今年度の事業内容 

・河道掘削 

 

 

 

おおや 

栗栖川 

橋梁架替実施状況(新宮地区)(令和７年１月時点） 

河道掘削箇所（大屋地区） 

河道掘削 

栗栖川 

栗栖川 

龍北橋 

たつの市 
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■事業箇所図（揖保川） 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗栖川 新宮地区他（築堤・用地取得） 

 

栗栖川 大屋地区（河道掘削） 
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③ 河川環境整備 

○加古川 

■礫河原再生 （小野市） 

事業の概要 

加古川の持つ河川の営力を最大限に 

活かし、出水による適度な攪乱を受ける 

環境を取り戻すため、礫河原再生を進め 

ています。これにより、河原特有の生物 

の生息・生育・繁殖場所の増加にもつな 

がります。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・礫河原の再生 

 
 
 
 
 
 
 
 
■事業箇所図（加古川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下来住地区（礫河原再生） 

丹波篠山市 

粟田橋 

礫河原再生箇所（下来住地区） 

礫河原再生イメージ 

しも き し 

加古川 

礫河原再生 
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○揖保川 

■丸石河原再生 （たつの市） 

事業の概要 

河原環境固有のカワラヨモギ群集 

に属する植物であるカワラハハコ等 

の生息・生育・繁殖の場を保全・再生 

するため、丸石河原の整備を進めて 

います。 

 

 

令和 7 年度の事業内容 

・丸石河原再生 

   
 
 

 
 

■事業箇所図（揖保川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸石河原再生箇所（曽我井地区） 

曽我井地区（丸石河原再生） 

 

丸石河原イメージ 

そ が い 

揖保川 

丸石河原再生 
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○加古川 

■水辺整備事業 （加古川市） 

事業の概要 

  「加古川市かわまちづくり計画」の 

一環として、階段護岸・管理用通路 

などを整備して、加古川駅から歩い 

ていける河川空間を、新たに整備し、 

周辺施設を巻き込み回遊性ネットワ 

ークの形成を目指します。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・高水敷造成 

・側帯盛土 

 

 

 

 

■事業箇所図（加古川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波篠山市 

整備イメージ 

 

 

加古川市かわまちづくり実施箇所 

 

整備箇所（加古川 5.6k～6.4k 左岸付近） 

加古川橋 

加古川 

JR 神戸線 

加古川堰堤 

新加古川大橋 

側帯盛土 

高水敷造成 

事業範囲 

河川敷イベントの賑わい 

（ロハスパーク加古川） 
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■水辺整備事業 （小野市） 

事業の概要 

「大部・河合地区かわまちづくり計画」の 

一環として、高水護岸などを整備し、安全 

で利用しやすい親水空間を創出し、小野市 

が実施する「桜づつみ回廊」と併せ、新たな 

賑わいづくり拠点の創出を目指します。 

 

 

 

令和 7 年度の事業内容 

・管理用通路整備 

・坂路整備 

・階段護岸整備 

 

 
 
 
 
■事業箇所図（加古川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

整備イメージ 

大部・河合地区かわまちづくり実施箇

所 

 

丹波篠山市 

整備箇所（加古川 24.6k～25.0k 付近） 

おおべ かわい 

新大河橋 

加古川 
事業範囲 

管理用通路整備・坂路整備・階段護岸整備 

おの桜づつみ回廊 
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④ 河川管理 

○加古川   

 

■水門の老朽化対策（加古川市） 

 

 

 

                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波篠山市 

加古川 加古川 

  水門の老朽化による機能停止を防ぎ、

迅速・確実な洪水対応を図るため、水門

の開閉装置の更新を行います。 

曇川樋門（表） 

ゲート開閉装置の更新 

曇川樋門 

丹波篠山市 



14 

○揖保川 

 

■馬路川排水機場 

馬路川排水機場の機能保全を目的として 2号主ポンプの分解・整備等を 

令和 6年 3月末から令和 7年 5月末にかけて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三津井堰 
揖保川 

 

 

ＪＲ山陽新幹線揖保川橋梁 

馬路川排水機場 

 

2 号主ポンプ解体 

ポンプ解体整備状況 

馬路川排水機場 
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■堤防点検と維持管理 

堤防や護岸が治水機能を確実に発揮する 

よう、堤防の点検や除草を実施しています。 

刈草の一部については、資源としての有効 

活用を図るとともに処分費の縮減をする 

ため、堆肥化を行っており、希望される方 

に無償で配布しています。 

 

 

 

また、洪水時に水の流れの妨げとならない 

よう河道内に繁茂する樹木の伐採も実施し 

ています。伐採木についても無償で配布 

するなどの有効利用を図っています。 

 
 
 

 
 
 

■河川情報の提供 

集中豪雨等の観測強化、情報伝達の迅速化を行うために、雨量、水位テレメータ

データ 42箇所を収集し、このデータを「川の防災情報」※へ配信しています。また、

住民に洪水の切迫感を伝えるため、「簡易型河川監視カメラ」や「危機管理型水位計」

を設置し、より身近な情報の提供をしています。 
※｢川の防災情報｣の詳細は P.18を参照 

 
■河川管理施設の保守点検 

 加古川大堰、排水機場、樋門、水門等の河川管理施設については、洪水時等に確実

な操作を行うため、点検整備を実施しています。 

 

  

堤防点検（護岸調査） 

堤防刈草堆肥の配布 

加古川大堰 樋門施設の保守 
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⑤ 防災・減災対策 

■災害対応 
風水害が発生した場合に、加古川、揖保川の洪水予報を気象庁と共同で発

表するなど、住民に情報の提供を行っています。 

また、台風や地震などの災害が発生した際には、被災自治体の支援のため、

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）や災害対策用機械を派遣しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策本部車（拡幅型） 

排水ポンプ車による排水作業 

排水ポンプ車  4台   照明車    3台   対策本部車 2台 

衛星通信車   1台   土のう造成機 1台 

姫路河川国道事務所が保有する災害対策用機械 

照明車 衛星通信車 

土のう造成機 
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★トピック（DX の取組（ワンコイン浸水センサ・UAV の活用）） 

 

○ワンコイン浸水センサによる浸水状況のリアルタイム把握 

・国土交通省では、浸水状況をいち早く把握し迅速な対応を行うため、R4 年度より、

浸水の危険性がある地域に国や自治体等がワンコイン浸水センサを設置して実証実

験を実施しており、リアルタイムに浸水状況を収集・共有する仕組みの構築に向け、

センサの特性や情報共有の有効性等を検証してきている。 
 

・兵庫県では、加古川市、南あわじ市、 

姫路市、豊岡市、三田市、朝来市、 

養父市、西脇市、小野市、加東市、 

播磨町、丹波市が実証実験に参加 

（R7.3 時点） 

 

・実証実験では、局地的及び突発的な 

豪雨により発生する内水氾濫を把握 

するため、過去頻繁に溢水が発生し 

た水路や加古川・揖保川沿川等に国 

と自治体が連携してセンサを設置。 

R4,5年度には突発的な豪雨の際に水 

路等からの溢水を感知し、迅速な水 

門・樋門の操作が行われるなど、浸水 

被害の軽減が図られた。  

 

○UAVの活用による災害支援等の業務効率化 

・国土交通省では、TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の災害支援等において、立ち入

りが難しい被災現場にて UAV（ドローン）を利用して上空から状況調査を行うなど

効率化を行っている。 
 

・令和 6 年能登半島地震による TEC-FORCE 派遣の際にも、UAV を利用した状況調査を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

     

ドローン 

UAVの活用事例（令和 6年能登半島地震による TEC-FORCE 派遣） 

ワンコイン浸水センサの活用イメージ 
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★トピック（危機管理型水位計・簡易河川監視カメラ） 

 
河川の状況をリアルタイムに発信し、住民の避難行動を強く促すため、危機管理型 

水位計・簡易型河川監視カメラを設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「川の防災情報」にアクセス 

２．河川状況の確認したい箇所を探す 

水位・画像の確認方法 

既設水位計：危機管理型水位計と同様に水位が確認できます。 
河川カメラ：クリックすると、現在と平常時の川の様子が確認できます。 

河川カメラ 

既設水位計 

危機管理型水位計 

＜凡例＞ 

水位計の色分け 

（水位の状態によって変色） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【簡易型河川監視カメラの構造（例）】 

３．現在の現地状況が表示される（※河川カメラをクリックした場合） 

※洪水時は 10 分間ごとの水位が表示。 

４．現在までの水位グラフが表示される（※水位計をクリックした場合） 

②洪水時（観測開始水位を超えたとき） ①平常時 

【氾濫開始水位】 
・堤防を越えて溢れる 
・道路冠水が始まる 等 

【危険水位】 
・堤防が決壊する恐れがある 
・溢れる可能性がある 等 

※危機管理型簡易水位計：洪水時の水位観測に特化した低コストな水位計 

※簡易型河川監視カメラ：ズームや首振り機能を限定することでコストを縮減し、電源・通信ケーブルの確保不要で設置が容易なカメラ 

【設置箇所】 

｢川の防災情報｣ 
 https://www.river.go.jp/ 
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Ⅲ．海岸 

① 東播海岸の概要 

東播海岸は、神戸市 垂水区
た る み く

塩屋
し お や

町
ちょう

の堺川から明石市を経て 加古郡
か こ ぐ ん

播磨町
はりまちょう

に至る延長約 20kmの海岸です。 

かつては風光明媚な白砂青松の海岸として広く知られた海岸でしたが、明

石海峡の潮流の影響などで侵食が進み、台風時には越波等により多くの被害

が生じてきました。 

このため、国土交通省では、昭和 36年から兵庫県より権限代行して海岸保

全施設の整備を実施しています。整備が完了次第、順次兵庫県に引き渡して

います。平成 28年 3月に播磨工区を兵庫県、明石市、播磨町へ、令和 2年 3

月に明石西部工区を兵庫県、明石市へ引き渡しました。 

 

 

 

 

 

大蔵海岸消波ブロック嵩上げ（明石東部工区） アジュール舞子海水浴場（垂水工区） 
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② 海岸保全施設整備事業 

東播海岸では、高潮や海岸侵食を防ぐために、海岸堤防・離岸堤・護岸等の

整備を実施しています。 

 

■垂水
た る み

工区 （神戸市） 

事業の概要 

海岸沿いにＪＲ山陽本線・山陽電鉄・国道 2 号といった東西交通を結ぶ主

要幹線が走る垂水工区では、海岸侵食や浸水被害の防止に加え、越波などに

よる交通遮断被害を防止することを目的に、護岸等の整備を実施しています。 

 

 

令和 7 年度の事業内容 

・護岸整備（塩屋東地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

護岸整備箇所（塩屋東地区） 

事業箇所（狩口地区） 

事業範囲 
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Ⅳ．道路 

① 国道 2 号、国道 29 号の概要 

○国道 2 号 

国道 2号は、阪神地域と九州を結ぶ延長約 671kmの主要幹線道路です。古く

は山陽道と呼ばれた街道で、近代以降も西日本の経済活動を支える道路として、

また地域の生活道路として重要な役割を果たしています。当事務所では、この

うち明石西 IC（明石市）から岡山県境に至る延長約 65kmの改築・管理を実施

しています。 

 
 

 

○国道 29 号 

国道 29 号は、姫路市と鳥取市を結ぶ延長約 118km の主要幹線道路です。古

くは 因幡
い な ば

街道
かいどう

と呼ばれ、播磨地域の南北の交通を担う道路として重要な役割

を果たしてきました。当事務所では、姫路市 太
お お

市中
いちなか

の上太田ランプから鳥取

県境に至る延長約 68kmの改築・管理を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 2 号姫路バイパスの交通混雑状況 （姫路市北原地先） 

姫路北バイパス（姫路市石
いし

倉
く ら

地先） 積雪時の状況（宍粟市
し そ う し

波賀町
は が ち ょ う

戸
と

倉
く ら

地先） 
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② 改築事業 

播磨地域を東西・南北に結ぶ国道 2 号と国道 29 号は、周辺道路網の発達や

市街化の進展により、渋滞や騒音などの交通課題が深刻化しています。これら

の交通課題に対応するため、道路拡幅や交差点の改良、バイパスの整備等を通

じて、交通安全や交通混雑の緩和、沿道環境の改善を実施しています。 

 

○国道 2 号 

■相生
あいおい

有
う

年
ね

道路  （相生市、赤穂市） 

事業の概要 

相生
あいおい

市・赤穂
あ こ う

市域の安全かつ円滑な交通を確保するとともに、沿道環境の

改善を図るため、相生市 若狭野町
わかさのちょう

入野
い り の

地先から赤穂市 東有年
ひ が し う ね

地先に至る約

8.6km において、バイパス及び現道拡幅による 4 車線化とあわせて環境対策

を行っております。若狭野地区（相生市若狭野町 八
は っ

洞
と う

～相生市若狭野町若

狭野）については、令和 4年 10月に開通いたしました。令和 7年度は、有年

原地区で改良工事を実施します。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・調査推進：調査設計 

・用地推進：有年原地区移設補償 

・工事推進：有年原地区改良工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型車の通行量が多い赤穂市有年横尾地先 相生有年道路完成イメージ（JR 交差部） 

至 姫路 

至 岡山 

H21.4.1 H28.3.30

 

有年原地区 

至 姫路 

至 岡山 

R4.10.30

 開通済 開通済 開通済 
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■姫路バイパス  （姫路市ほか） 

事業の概要 

姫路バイパスは、昭和 41年度に事業化し、昭和 60年 12月に全線 4車線の

供用、平成 2 年 3 月には、高砂西ランプ～姫路南ランプ間の 6 車線の供用を

行っています。現在、姫路市 苫編
と ま み

地区のバイパス側道部の整備を実施してお

り、北側側道橋については、令和 6 年 3 月に完成しました。令和 7 年度は、

南側側道橋の調査設計を実施します。 

 

令和 7 年度の事業内容  

・調査推進：調査設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫編地区 

姫路バイパス苫編地区 

至 姫路 

至 岡山 

ちょう 
北側側道橋 

R6.3 完成 

 

姫路バイパス 
JR 山陽本線 

R6.3 撮影 

至 姫路 

至 岡山 

  

苫編北側側道橋 
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■加古川バイパスリニューアル  （加古川市ほか） 

事業の概要 

加古川バイパスは、昭和 49年 3月に全線 4車線で供用を行っており、昭和

49年度以降、遮音壁の設置等環境対策を実施してきました。平成 9年度より、

新たに安全・円滑な道路交通を確保するとともに、歩行者にとって安全・安

心な道路整備を行うため、加古川バイパスリニューアル事業に着手し、ラン

プ改良や横断ボックスの改良、広幅員路肩の設置、本線縦断線形の改良など

を実施しています。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・調査推進：調査設計 

 

【対策事例】明石西ランプ改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国道 2 号環境対策  （姫路市ほか） 

事業の概要 

兵庫県内における国道 2 号の沿道環境に及ぼす影響の軽減を図るため、

尼崎
あまがさき

市 梶ヶ島
か じ が し ま

～赤穂
あ こ う

郡 上郡
かみごおり

町
ちょう

梨ヶ原
な し が は ら

に至る約 117.2km において、環境

対策を行っており、このうち管内の 64.8kmを対象に対策事業を実施していま

す。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・調査推進：調査設計 

 

【対策事例】遮音壁の設置 

 

対策前 対策後 

吸音板タイプ 透光板タイプ 

姫路市継地先 姫路市兼田地先 
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○国道 29 号 

■姫路北バイパス  （姫路市） 

事業の概要 

姫路北バイパスは、姫路西バイパス以北の主要渋滞箇所である 下伊勢
し も い せ

交差

点等における交通混雑の解消を図るため、姫路西バイパス終点部(姫路市 相
あ い

野
の

地先)から姫路市林田
はやしだ

町
ちょう

六九
む く

谷
だ に

地先に至る約 6.2kmのバイパス及び現道

拡幅として、平成 2年度に事業化しています。平成 23年 3月には、相野から

下伊勢間の延長 1.5kmについて暫定 2車線で開通しています。令和 7年度は、

下伊勢地区で改良工事を実施します。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・調査推進：調査設計 

・用地推進：下伊勢地区用地取得 

・工事推進：改良工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下伊勢地区（整備中） 

 

  下伊勢地区 交通量の現状 

至 鳥取 

至 姫路 

至 姫路 

至 鳥取 

下伊勢地区 
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■波賀町
は が ち ょ う

防災  （宍粟市） 

事業の概要 

波賀町防災は、地形・気象ともに条件が厳しい 宍粟
し そ う

市波賀町域約 31km 間

について、安全で確実な交通を確保するため、線形改良や法面対策等を実施

しています。戸倉地区（上流部）については、令和 6年 12月に完成しました。

令和 7年度は、戸倉地区（下流部）で改良工事、舗装工事を実施します。 

 

令和 7 年度の事業内容  

・調査推進：調査設計 

・工事推進：戸倉地区改良工事、舗装工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線形不良箇所(宍
し

粟
そう

市波賀町戸
と

倉
く ら

地先) 令和 6 年度に供用した戸倉地区（上流部） 

(宍粟
し そ う

市波賀町戸
と

倉
く ら

地先) 

R7.1 撮影 至 鳥取 

至 姫路 

至 鳥取 

至 姫路 

 
 

異常気象時通行 
規制区間（200mm） 異常気象時通行規制区間（160mm） 

延長：10.9km 延長：3.2km 

 

 

 

戸倉地区 

 



27 

③ 交通安全対策事業 

道路における交通環境の改善と交通事故の防止を図るために、歩道整備等の

整備を実施しています。国道 2号及び国道 29号において、区画線、防護柵等に

よる交通安全対策を実施しています。 

 

■交通安全施設等整備 

・1 種事業（歩道の整備） 

事業の概要 

小学校の通学路などの歩道がない箇所や歩道幅員が狭く歩行者の安全が確

保されていない箇所において、歩行者の安全で快適な歩行空間を確保するた

め、歩道の設置・拡幅工事を実施しています。 

 

令和 7 年度の事業内容 

地 区 市町村名 事業延長 令和 7 年度事業内容 

①引
ひ き

原
は ら

地区 宍粟市 0.4km 調査設計・工事 

②上
うえ

野
の

土
ど

井
い

～上
うえ

野
の

鯖
さば

尻
じり

地区 
宍粟市 0.5km 調査設計 

③上野
う え の

地区
ち く

 宍粟市 0.2km 調査設計・用地買収・工事 

④安積
あ づ み

地区
ち く

 宍粟市 1.5km 調査設計 

⑤塩野
し お の

～長野
な が の

地区
ち く

 姫路市 1.1km 調査設計 

⑥松山
まつやま

～狭
せ ば

戸
と

地区
ち く

 姫路市 1.7km 調査設計・用地買収・工事 

⑦西有
に し う

年
ね

地区
ち く

 赤穂市 0.1km 調査設計 

 

 

                        

 

 

 

  

 

 

         

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【整備前】 

③上野
う え の

地区 

②上野土井 
～上野鯖尻地区 

④安積
あ づ み

地区 

①引
ひ き

原
は ら

地区 

⑤塩野
し お の

～長野
な が の

地区 

⑥松山
ま つ や ま

～狭
せば

戸
と

地区 

⑦西有
に し う

年
ね

地区 

【整備前】 

【整備後(イメージ)】 

上野
う え の

地区歩道整備(兵庫県宍粟
し そ う

市) 
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・2 種事業（区画線の整備、防護柵等の設置・更新）  

事業の概要 

道路交通環境整備の観点から必要な道路附属物の設置・更新を行ってお

り、交通の安全と円滑を確保するために区画線、防護柵、標識、情報収集機

器の設置・更新を実施しています。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・国道 2号区画線整備事業（姫路市他） 

・国道 29号区画線設置事業（宍粟市他） 

・国道 2号防護柵整備事業（姫路市他） 

・国道 29号防護柵整備事業（宍粟市他） 

・国道 2号標識設置事業（姫路市他） 

・国道 29号標識設置事業（宍粟市他） 

・国道 29号情報収集機器設置（宍粟市他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通事故重点対策 

・2 種事業（防護柵の設置）  

事業の概要 

主として交通事故抑制の観点から道路附属物の設置を実施しています。 

 

令和 7 年度の事業内容 

・加古川地区防護柵整備（加古川市他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標識の高輝度化への更新状況 

 

 

 

ガードレール更新状況 

 

 

 

更新前 

 

 

更 新

 

 

 

更 新

 

 

 

更 新
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④ 道路管理 

姫路河川国道事務所が管理する国道 2 号、29 号の機能及び環境を良好に保つ

ために、道路施設の点検、維持・修繕等の管理業務を行っています。 

■道路施設の点検 

 道路が良好な状況に保たれるように、道

路パトロールを行い、路面状況や防護柵等

に異常がないか、落下物がないかなどの日

常点検を行っています。また、橋梁やトン

ネル、舗装等の道路施設については、5 年

に 1 度の定期点検を行い、異常の有無や、

劣化の進行具合を把握し、適切な時期に補

修が行えるように努めています。 

 

■維持作業、清掃・植栽管理 

管理区間内の国道を常に良好な状態に

維持するために、車道・歩道の路面や構造

物の小規模補修、法面等の防災、交通安全

施設の修理及び更新、路面・排水施設の清

掃、除草等を実施しています。 

 

 

■道路施設のメンテナンス 

【道路施設の補修】 

舗装や橋梁等の道路施設について、日常点検や定期点検の結果、補修が必要な

箇所は、適切な時期に補修工事を行い、国道の安全性を確保します。 

【橋梁の耐震・補修工事】 

姫路河川国道事務所の管理区間内を通る国道 2 号は、関西の中心部にある阪

神地域と中国・九州地方を結ぶ東西の主要幹線道路であることから、大規模地震

発生時等においても、その機能の確保が図られるように、橋梁の耐震補強等の防

災対策を実施しています。 

 
 
 
 
 
 
 

 

路面清掃状況 

橋梁の耐震補強工事(曽根高架橋) 

 

 姫路西バイパス 舗装補修後 

 

トンネル点検状況 
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■雪害対策 

国道 29 号は、宍粟
し そ う

市一宮町 嶋田
し ま だ

～戸

倉間（約 35.9km）が積雪寒冷特別地域に

指定されているなど降雪の多い道路です。

そのため、冬期における通行を確保する

ことを目的として、除雪作業、防雪対策等

を実施しています。 

 

■道路照明・トンネル照明 

道路を快適で安全に通行できるよう、

道路照明灯の維持･管理を実施しており、

維持費用の削減及び節電のため、平成 24

年度より照明器具を LED 型に取り替えを

行っています。 

 

 

 

落下物の防止にご協力ください 

国道 2 号バイパス及び 29 号バイパスでは、落下物が 4,000 件/年と非常に多く、落下物

に起因する事故も発生しています。 

落下物は後続車の走行の妨げとなり渋滞の原因となるだけでなく、重大事故にもなりえ

ます。万が一、落下物が原因で他者に損害を与えた場合は、落とし主に損害賠償責任が生

じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LED 型照明器具の取替工事 

 

 

除雪トラックによる除雪状況 

LED 型照明器具 

 

★トピック(落下物防止) 

 

万一、積荷を落下させた場合や落下物を発見した場合は、道路緊急ダイヤル

へお知らせください。 

 

※運転中の通話は道路交通法により禁止されています。 
安全な場所に停車してからのご連絡をお願いします。 

大 型 タ イ

 

落下物をなくすためには 

●積荷は、しっかりと固定しましょう 

●砂利などを運搬する場合はシートで覆いましょう 

●過積載はしないようにしましょう 

●出発、もう一度積荷の点検をお願いします 

 

こんなものまで落下していました 
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姫路 SA の「相乗り行為」による長時間駐車対策として、令和 5 年 9 月 13 日(水)より一

般道から姫路 SA を利用できない形態に変更しました。対策工事 3ヶ月後（令和 5年 12月）、

1年後(令和 6年 9月)に長時間駐車台数の調査(大型車除く)を実施しました。   

対策工事 3ヶ月後と比較すると、1年後の調査では長時間駐車台数が 37台から 30台に減

少(約 19％減)しています。特に「相乗り行為」台数は 3 ヶ月後調査と同じ 1 台で推移して

います。 

引き続き「姫路SA」の適切な利用に向けて、啓発活動等による対策を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★トピック(姫路 SA の長時間駐車対策の実施) 

【位置図】     【詳細図】     

【対策前後の姫路 SAの状況】     

【対策前･後の長時間駐車台数(4 時間以上)の比較】 

【対策後：R6.9.12（月） 8:30頃】     【対策後：R4.12.5（月） 8:30頃】     
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降雪時の車両立ち往生については、人による監視と合わせて AIを活用し、体制を強化

しています。 

令和 4年度より国道 29号に導入した AI検知カメラ 2台に加え、令和 5年度より国道 2

号（鯰峠から船坂峠）のカメラ 5台に AI検知機能を導入しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 無電柱化推進事業 

 無電柱化推進事業は、安全で快適な通行空間の確保、良好な景観、災害の防止、

情報通信ネットワークの信頼性の向上等に資することを目的として、道路の地下空間

を活用して電力線や通信線などをまとめて収容する電線共同溝の整備などにより、

道路から電柱を無くす事業です。 

 

令和 7 年度の事業内容 

地 区 市町村名 事業延長 令和 7 年度事業内容 

相生
あいおい

竜泉
りゅうせん

電線共同溝 相生市 1.1km 調査設計・工事 

 

★トピック(AI 検知カメラによる体制強化) 

AI検知カメラによる停止車両の検知 人による監視 

国道 29号（戸倉） 国道 2号（鯰峠） 
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⑥ 道路調査 

■播磨臨海地域道路 

調査概要 

播磨臨海地域では、国道 2号バイパスや国道 250号に交通が集中し、慢性

的な交通渋滞や交通事故が、大きな問題となっています。さらに、臨海部に

おける物流の効率化及び南海トラフ巨大地震等への防災対策が重要となっ

ています。 

播磨臨海地域道路は、播磨臨海地域を東西に結ぶ新たな路線で、国道 2号

バイパスや国道 250 号の渋滞緩和、災害時等における代替路の確保ととも

に、ものづくり拠点である播磨臨海地域の発展に寄与する道路です。 

播磨臨海地域道路は全体延長約 50km のうち、第二神明～広畑に至る区間

を「当面、都市計画・環境影響評価を進める区間」とし、兵庫県、神戸市に

おいて、都市計画・環境影響評価の手続きを進めています。 

 

令和 7 年度の調査内容 

播磨臨海地域道路の事業化に向け、都市計画・環境影響評価の手続きを進

めています。 

 

 

 

 

 

 

 国道 2 号バイパスの渋滞状況 国道 250 号の渋滞状況 
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★トピック (これまでの経緯) 

① 優先区間の絞り込み（H25.12～H28.5） 

特に課題が大きく緊急性が高い区間について、整備を優先的に取り組む区間として決
定する手続きです。現道の渋滞状況を踏まえ、播磨町～高砂市間の明姫幹線と飾磨バイパ
スを活用することとし、3区間の優先区間を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 計画段階評価（H29.3～R2.11） 

播磨臨海地域道路（第二神明～広畑）の計画の策定に当たっては、平成 28年度より計
画段階評価」手続きを実施してきました。計画段階評価では、住民のみなさまへの意見聴
取や、「社会資本整備審議会 道路分科会近畿地方小委員会」での有識者の意見などをも
とに、対応方針（ルート帯）を決定しました。 

② ルート計画案の手交式（R4.11.28） 

  令和 4 年 11 月 28 日に、「播磨臨海地域道路（第二神明～広畑）ルート計画案手交式」
を開催し、これまで国が調査したルート計画案を兵庫県、神戸市に手交しました。今後、
ルート計画案を参考に、兵庫県、神戸市において、都市計画手続きに着手することになり
ます。 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

播磨臨海地域道路の計画段階評価については姫路河川国道事務所 HP でも紹介しています。 

URL： https://www.kkr.mlit.go.jp/himeji/road/harimarinkai/index.html 

③ 都市計画手続きに係る住民説明会（本線：R5.11～R5.12、アクセス道路等：R6.7～R6.9） 

県および沿線市町の主催による都市計画手続きに係る住民説明会を 5市 1町で開催し、 

本線のルートおよび構造（R5.11～R5.12）とアクセス道路や関連都市計画施設(R6.7～

R6.9)について説明しました。 

開催内容等については、兵庫県都市計画課ホームページをご覧ください。 

URL： https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks09/harimarinkai.html

https://www.kkr.mlit.go.jp/himeji/road/harimarinkai/index.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks09/harimarinkai.html


 

 
 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※運転中の通話は道路交通法により禁止されています。 

安全な場所に停車してからのご連絡をお願いします。 

「話そうはりま」は、皆さまと一緒に明日の播磨の 

まちづくりを考えていこうという私たちの姿勢です。 

 

事務所 HP 


